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二
〇
〇
九
年
一
月
二
〇
日
に
就
任
し

た
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
選
挙
戦
で
二
〇

〇
八
年
の
金
融
危
機
後
の
経
済
対
策
と

し
て
環
境
投
資
に
よ
る
雇
用
促
進
を
公

約
し
、
一
期
目
か
ら
気
候
変
動
対
策
を

強
力
に
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
国
内
で

は
上
下
両
院
で
過
半
数
と
な
っ
た
議
会

民
主
党
と
連
携
し
て
、
全
国
大
の
排
出

量
取
引
制
度
を
導
入
す
る
新
規
立
法
を

目
指
し
た
。
ま
た
同
年
一
二
月
に
開
催

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
一
五
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
、
開
催
地
は

デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）
で

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
国
際
枠
組
み
に

合
意
す
べ
く
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
試
み
は
上
手
く
は
い

か
な
か
っ
た
。
排
出
量
取
引
の
新
規
立

法
は
、
連
邦
議
会
下
院
で
は
二
〇
〇
九

年
六
月
二
六
日
に
法
案
が
通
過
し
た
も

の
の
、
上
院
で
は
法
案
通
過
に
全
一
〇

〇
人
の
議
員
の
う
ち
六
〇
人
以
上
の
賛

成
が
必
要
で
あ
り
、
カ
ギ
を
握
る
穏
健

派
の
共
和
党
議
員
の
賛
同
が
、
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
影
響
で
得
が
た
く

な
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
に
頓
挫
し
た
。

国
際
枠
組
み
を
め
ぐ
る
交
渉
で
は
、
オ

バ
マ
大
統
領
自
身
が
交
渉
に
直
接
関
与

し
て
主
要
国
と
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合

意
」
を
取
り
ま
と
め
た
が
、
本
会
議
で

の
全
会
一
致
を
得
ら
れ
ず
に
採
択
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
翌
二
〇
一
〇
年

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
（
開
催
地
は
メ
キ
シ
コ
の

カ
ン
ク
ン
）
で
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合

意
を
よ
り
具
体
的
な
形
に
し
た
「
カ
ン

ク
ン
合
意
」
の
採
択
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
オ
バ
マ
大
統
領
は
第
一

期
に
気
候
変
動
の
分
野
で
狙
っ
た
成
果

を
上
げ
た
と
は
言
い
難
く
、
二
期
目
を

か
け
た
選
挙
戦
で
も
気
候
変
動
対
策
を

ほ
ぼ
争
点
化
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
〇
日

に
政
権
第
二
期
が
始
ま
る
と
、
オ
バ
マ

大
統
領
は
気
候
変
動
対
策
を
最
優
先
課

題
に
位
置
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

月
の
第
二
期
就
任
演
説
で
「
気
候
変
動

の
脅
威
に
対
応
す
る
」
と
述
べ
、
二
月

の
一
般
教
書
演
説
で
は
、
議
会
に
超
党

派
の
法
案
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
、

「
議
会
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
大
統
領
の
権
限
で
実
施
可
能
な
施
策

を
講
じ
る
」
と
宣
言
し
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
オ
バ
マ
政
権
第

二
期
の
温
暖
化
対
策
を
概
観
し
つ
つ
、

今
年
一
一
月
八
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

次
期
大
統
領
選
挙
の
影
響
も
含
め
て
、

今
後
の
行
方
を
考
察
す
る
。

●
大
統
領
気
候
変
動
行
動
計
画

　

二
〇
一
三
年
六
月
二
五
日
、
オ
バ
マ

大
統
領
は
、
今
後
の
温
暖
化
対
策
に
つ

い
て
の
演
説
を
行
い
、「
大
統
領
気
候

変
動
行
動
計
画
」
を
発
表
し
た
。
議
会

下
院
で
共
和
党
が
多
数
を
占
め
、
新
規

立
法
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
状
況
を
踏

ま
え
、
行
政
の
権
限
で
実
施
可
能
な
対

策
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

行
動
計
画
は
、
国
内
の
排
出
削
減
、

国
内
お
け
る
気
候
変
動
影
響
へ
の
準
備
、

国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
三

つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
た
。「
国
内
削

減
」
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
二
〇
〇
五
年
比
で
一
七
％
減
」
と

い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
新

設
・
既
設
の
火
力
発
電
所
に
対
す
る
排

出
基
準
、
各
種
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、

二
酸
化
炭
素
以
外
の
ガ
ス
削
減
な
ど
を

列
挙
し
た
。「
影
響
へ
の
準
備
」
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
二
年
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
サ
ン
デ
ィ
ー
か
ら
の
教
訓
総
括
、

農
業
生
産
性
の
維
持
な
ど
に
言
及
し
た
。

「
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
取
り
組
み
を
列
挙
し

つ
つ
、
海
外
の
新
設
石
炭
火
力
に
対
す

る
公
的
な
資
金
支
援
の
打
ち
切
り
を
掲

げ
た
。

　

最
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
後
述
す

る
国
内
の
既
設
火
力
発
電
所
に
対
す
る

排
出
基
準
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
気
浄
化

法
と
い
う
既
存
法
の
下
で
、
環
境
保
護

庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
火
力
発
電
所
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
基
準
を
課
す
と
い
う

規
制
構
想
で
あ
っ
た
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
こ
の
行
動
計
画
を
契

機
に
、
新
規
立
法
で
は
な
く
、
既
存
法

の
下
で
の
行
政
権
限
に
基
づ
く
気
候
変

動
対
策
に
舵
を
切
っ
た
。

特 集
「パリ協定」後の気候変動対応

　

オ
バマ
政
権
第
二
期
の

気
候
変
動
対
策
と
今
後
の
行
方上野 

貴
弘
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●
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
発
表

　

行
動
計
画
を
踏
ま
え
て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、

二
〇
一
四
年
六
月
二
日
に
既
設
火
力
発

電
所
に
対
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
規

制
の
草
案
を
発
表
し
た
。
こ
の
規
制
は

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
。

　

草
案
は
発
電
部
門
の
排
出
原
単
位

（
排
出
量
を
発
電
電
力
量
で
割
っ
た
も

の
）
に
対
し
て
、
州
別
に
二
〇
二
〇
年

か
ら
二
〇
二
九
年
ま
で
の
一
〇
年
平
均

の
中
間
目
標
と
、
二
〇
三
〇
年
以
降
の

最
終
目
標
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
全

米
の
発
電
部
門
の
排
出
総
量
を
二
〇
〇

五
年
比
で
二
〇
二
〇
年
に
二
六
％
、
二

〇
二
五
年
に
二
九
％
、
二
〇
三
〇
年
に

三
〇
％
程
度
削
減
す
る
と
見
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
多
数
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
二
〇
一

五
年
八
月
三
日
に
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ

ラ
ン
の
最
終
版
を
発
表
し
た
。
草
案
か

ら
の
変
更
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
州

別
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
規
制
開
始
を

二
年
後
ろ
倒
し
し
て
、
二
〇
二
二
年
か

ら
二
〇
二
九
年
ま
で
の
八
年
平
均
を
中

間
目
標
、
二
〇
三
〇
年
以
降
を
最
終
目

標
と
し
た
。
全
米
の
発
電
部
門
で
の
削

減
幅
の
見
込
み
は
二
〇
二
〇
年
時
点
で

は
二
二
％
程
度
と
な
り
縮
小
し
た
が
、

二
〇
三
〇
年
時
点
で
は
三
二
％
と
な
り

拡
大
し
た
。
二
〇
二
五
年
の
削
減
幅
は

ほ
ぼ
不
変
だ
っ
た
。

　

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
は
既
存
法

で
あ
る
大
気
浄
化
法
の
一
一
一
条
ｄ
項

の
下
で
の
規
制
で
あ
り
、
こ
の
条
項
に

も
と
づ
き
、
各
州
は
今
後
、
州
別
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
「
州
計
画
」
を
策

定
す
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
排
出
量
取
引
制
度

を
有
力
な
目
標
達
成
手
段
の
ひ
と
つ
と

位
置
付
け
て
お
り
、
多
く
の
州
が
こ
の

制
度
を
計
画
に
含
め
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

他
方
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に

反
対
し
て
い
る
州
も
多
く
、
二
〇
一
五

年
一
一
月
二
七
日
ま
で
に
二
七
の
州
が

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。

●
米
中
共
同
声
明
と
ア
メ
リ
カ
の

二
〇
二
五
年
目
標

　

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
一
日
、
オ
バ

マ
大
統
領
は
訪
中
時
の
米
中
首
脳
会
談

後
の
共
同
声
明
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
二
〇
二
五
年
に
二
〇
〇
五
年
比

で
二
六
～
二
八
％
削
減
と
い
う
目
標
を

発
表
し
た
。
同
時
に
、
習
近
平
国
家
主

席
は
二
酸
化
炭
素
排
出
の
増
加
を
二
〇

三
〇
年
頃
に
止
め
る
と
表
明
し
た
。

　

当
時
、
二
〇
一
三
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
19
で

の
決
定
に
基
づ
き
、
各
国
は
二
〇
二
〇

年
以
降
の
削
減
目
標
を
二
〇
一
五
年
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
十
分
に
先
立
っ
て
、
準
備

が
整
っ
た
国
は
同
年
三
月
末
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
各
国
の

目
標
に
対
し
て
国
際
的
な
関
心
が
高
ま

っ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
ア
メ
リ
カ
と
中

国
と
い
う
二
大
排
出
国
の
首
脳
が
揃
っ

て
目
標
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
対
立
が
目
立
っ
て
い
た
両
国
の
協
調

が
国
際
社
会
に
印
象
付
け
ら
れ
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
に
向
け
た
交
渉
を
前
に
進
め
る

た
め
の
機
運
を
生
み
出
し
た
と
い
え
よ

う
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
五

年
三
月
三
一
日
に
、
中
国
は
同
年
六
月

三
〇
日
に
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
事
務

局
に
目
標
を
提
出
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
共
同
声
明
と
同

時
に
発
表
し
た
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
に
よ

れ
ば
、
二
六
～
二
八
％
削
減
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
削
減
目
標
は
、「
既
存
法
の

も
と
で
達
成
可
能
な
削
減
に
関
す
る
集

中
的
な
分
析
に
基
づ
く
」
と
さ
れ
て
お

り
、
新
規
立
法
で
は
な
く
、
既
存
法
の

下
で
の
施
策
を
進
め
る
と
い
う
オ
バ
マ

政
権
の
方
針
を
反
映
し
て
い
る
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ

ラ
ン
以
外
に
も
、
乗
用
車
か
ら
の
排
出

に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
安
全

保
障
法
の
下
で
の
燃
費
基
準
と
大
気
浄

化
法
の
下
で
の
排
出
基
準
を
組
み
合
わ

せ
た
規
制
を
導
入
済
み
で
あ
り
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
に
対
し
て
も
同
様
の
規
制
導

入
を
進
め
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
一
割
強
を
占
め
て
い
る
メ
タ
ン

ガ
ス
に
つ
い
て
も
、
石
油
・
ガ
ス
部
門

か
ら
の
排
出
を
大
気
浄
化
法
の
下
の
規

制
と
業
界
の
自
主
的
取
組
を
組
み
合
わ

せ
て
削
減
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
各
種
機
器
へ
の
省
エ

ネ
基
準
の
導
入
・
強
化
や
冷
媒
に
用
い

る
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
Ｈ

Ｆ
Ｃ
）
の
削
減
等
を
進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
既
存
法
の
下
で
の
こ
れ
ら

の
施
策
に
よ
る
削
減
量
を
積
み
上
げ
て

み
て
も
、
二
六
～
二
八
％
削
減
に
は
届

か
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
「
既
存
法
の
下
で
達

成
可
能
な
削
減
に
関
す
る
集
中
的
な
分

析
」
を
二
〇
一
五
年
末
時
点
で
は
公
表

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
一

月
に
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
事
務
局
に

提
出
し
た
報
告
書
の
な
か
に
、
目
標
達

成
に
向
け
た
分
析
を
掲
載
し
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン

な
ど
決
定
済
み
の
施
策
を
含
む
「
既
存

措
置
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、
二
〇
二
五
年

に
二
〇
〇
五
年
比
で
一
二
～
一
六
％
程

度
の
削
減
に
留
ま
る
が
、
未
決
定
だ
が

気
候
変
動
行
動
計
画
と
整
合
的
な
施
策

を
含
む
「
追
加
措
置
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、

一
七
～
二
七
％
程
度
の
削
減
と
な
る
。

す
べ
て
の
施
策
が
成
功
し
、
森
林
吸
収

量
が
最
大
で
あ
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と

こ
ろ
で
目
標
に
達
す
る
と
の
結
論
で
あ

る
。

　

追
加
措
置
シ
ナ
リ
オ
で
加
え
ら
れ
た



アジ研ワールド・トレンド No.246（2016. 4）　　10

も
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
排
出
削
減
、

産
業
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
減
、
既

設
建
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
需
要

の
削
減
、
電
力
部
門
へ
の
州
の
追
加
的

な
取
組
、
メ
タ
ン
や
Ｈ
Ｆ
Ｃ
な
ど
二
酸

化
炭
素
以
外
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
追
加

削
減
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に

は
近
い
う
ち
に
導
入
が
見
込
ま
れ
る
施

策
か
ら
、
交
通
需
要
の
削
減
な
ど
既
存

法
の
下
で
十
分
に
実
施
で
き
る
か
疑
わ

し
い
施
策
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
の
目
標
は
か
な
り
の
無
理
を
し
て

算
出
し
た
数
字
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

●
再
度
の
米
中
共
同
声
明
と
パ
リ

協
定
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

二
〇
一
五
年
九
月
二
五
日
、
習
近
平

国
家
主
席
の
訪
米
時
の
米
中
首
脳
会
談

に
合
わ
せ
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
米

中
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。
声
明
は
、

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」「
国

内
対
策
の
前
進
」「
国
際
協
力
の
強

化
」
と
い
う
三
つ
の
内
容
で
構
成
さ
れ

て
い
た
。

　

ひ
と
つ
目
の
パ
ー
ト
に
含
め
ら
れ
た

ア
イ
デ
ア
の
多
く
は
、
そ
の
後
、
二
〇

一
五
年
一
二
月
一
二
日
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で

採
択
さ
れ
た
「
パ
リ
協
定
」
に
反
映
さ

れ
た
。
た
と
え
ば
、「
強
化
さ
れ
た
透

明
性
の
シ
ス
テ
ム
と
能
力
の
点
で
必
要

と
す
る
途
上
国
へ
の
柔
軟
性
」「
低
炭

素
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
今
世
紀
中

頃
ま
で
の
戦
略
の
策
定
・
公
表
」「
先

進
国
に
よ
る
途
上
国
へ
の
支
援
継
続
と

そ
の
意
思
を
も
つ
他
国
に
よ
る
支
援
の

奨
励
」
な
ど
で
あ
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
米
中
声
明
は

パ
リ
協
定
の
採
択
に
向
け
て
弾
み
を
つ

け
た
と
い
え
よ
う
。

●
議
会
に
諮
ら
な
い
形
式
で
の
パ

リ
協
定
締
結
の
可
能
性

　

パ
リ
協
定
の
採
択
を
踏
ま
え
、
以
下

で
は
今
後
の
行
方
を
考
察
す
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定

は
京
都
議
定
書
と
同
じ
く
、
気
候
変
動

枠
組
条
約
の
下
で
の
法
的
文
書
で
あ
り
、

各
国
の
参
加
に
は
批
准
等
の
締
結
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
期
の
二

〇
〇
一
年
に
京
都
議
定
書
を
め
ぐ
る
交

渉
か
ら
離
脱
し
た
。
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
の
意
向
に
よ
る
も
の
だ
が
、
議

定
書
の
批
准
に
は
、
連
邦
議
会
上
院
の

三
分
の
二
以
上
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
同
意
を
得
る
見
込
み
が
全
く
な
か

っ
た
こ
と
も
離
脱
の
遠
因
と
思
わ
れ
る
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
、
京
都
議
定
書
で
の

失
敗
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
連
邦
議
会

に
諮
ら
な
い
形
で
の
パ
リ
協
定
締
結
を

模
索
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
通
常
、

京
都
議
定
書
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

法
的
文
書
の
締
結
に
は
議
会
の
承
認
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
締
結
す
る
法

的
文
書
に
お
け
る
義
務
を
既
存
法
（
国

内
法
や
締
結
済
み
の
条
約
）
の
下
で
の

行
政
権
限
だ
け
で
実
施
で
き
る
場
合
に

限
り
、
議
会
の
承
認
を
得
ず
に
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

締
結
す
る
国
際
合
意
を
ア
メ
リ
カ
で
は

「
単
独
行
政
協
定
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
一
一
月
の
中
間
選
挙
の

結
果
、
連
邦
議
会
は
現
在
、
上
下
両
院

と
も
に
共
和
党
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

共
和
党
は
オ
バ
マ
政
権
の
温
暖
化
対
策

に
批
判
的
で
あ
り
、
政
権
が
パ
リ
協
定

の
締
結
を
議
会
に
諮
れ
ば
、
議
会
は
承

認
し
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
オ
バ
マ
政
権
に
と
っ
て
、

新
た
な
国
際
枠
組
み
に
参
加
す
る
唯
一

の
可
能
性
は
単
独
行
政
協
定
と
し
て
締

結
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択
す
る
協
定
の
内
容
、

特
に
拘
束
力
が
生
じ
る
義
務
を
、
既
存

法
の
下
で
の
権
限
の
な
か
に
留
め
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
オ
バ
マ
政
権

は
こ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
慎

重
に
交
渉
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
、
パ
リ

協
定
に
は
随
所
に
そ
の
痕
跡
と
思
し
き

も
の
が
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
典
型
例
が
削
減
目
標
に
法
的
拘

束
力
を
持
た
せ
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
目

標
の
達
成
を
義
務
と
し
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
条
約
事
務
局
に

提
出
し
た
二
〇
二
五
年
の
削
減
目
標
は
、

ど
の
国
内
法
に
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
発
表
済
み
の
既
存

施
策
だ
け
を
積
み
上
げ
て
も
達
成
は
困

難
で
あ
る
。
仮
に
目
標
達
成
を
義
務
付

け
る
と
、
既
存
法
で
実
施
可
能
と
は
言

い
切
れ
ず
、
単
独
行
政
協
定
と
し
て
扱

え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
二
〇
一

五
年
一
〇
月
に
は
国
務
省
が
上
院
外
交

委
員
長
宛
の
書
簡
で
、
目
標
達
成
の
義

務
づ
け
を
目
指
さ
な
い
と
明
言
し
て
お

り
、
実
際
に
パ
リ
協
定
で
も
そ
の
よ
う

に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
目
標
達
成
そ
の

も
の
で
は
な
く
、「
目
標
の
目
的
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
国
内
の
排

出
削
減
措
置
を
追
求
す
る
」
こ
と
が
義

務
と
な
っ
た
。
注
意
深
く
読
む
と
、

「
目
標
」
で
は
な
く
「
目
標
の
目
的
」

の
実
現
、
措
置
の
「
実
施
」
で
は
な
く

「
追
求
（pursue

）」
と
す
る
な
ど
、

慎
重
で
回
り
く
ど
い
言
葉
づ
か
い
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
例
が
、
途
上
国
へ
の

資
金
支
援
に
関
す
る
義
務
で
あ
る
。
パ

リ
協
定
に
は
、「
先
進
国
は
途
上
国
を

支
援
す
る
た
め
の
財
源
を
提
供
す
る
」

と
の
義
務
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
だ
け
を
読
む
と
、
新
規
の
義
務
の
よ

う
に
み
え
る
が
、
直
後
に
「
気
候
変
動

枠
組
条
約
の
下
で
の
既
存
義
務
の
継
続
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の
中
で
」
と
の
文
言
が
続
い
て
お
り
、

既
に
存
在
し
て
い
る
枠
組
条
約
で
の
義

務
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
九

二
年
に
上
院
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意

を
も
っ
て
枠
組
条
約
を
批
准
し
て
お
り
、

そ
の
な
か
に
あ
る
資
金
支
援
の
義
務
を

負
っ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
に
収
ま
っ
て

い
る
限
り
、
議
会
に
諮
ら
な
い
形
で
の

パ
リ
協
定
締
結
に
支
障
は
な
い
と
い
え

よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
オ

バ
マ
政
権
は
二
〇
一
三
年
か
ら
の
第
二

期
に
温
暖
化
対
策
を
国
内
対
策
と
国
際

交
渉
の
両
面
で
強
力
に
推
し
進
め
て
き

た
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

オ
バ
マ
大
統
領
が
気
候
変
動
対
策
を
、

退
任
後
に
も
残
る
功
績
（
レ
ガ
シ
ー
）

と
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
メ

リ
カ
大
統
領
は
二
期
目
に
入
る
と
レ
ガ

シ
ー
を
意
識
す
る
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、

二
期
目
の
積
極
行
動
を
み
る
と
、
オ
バ

マ
大
統
領
は
気
候
変
動
対
策
で
レ
ガ
シ

ー
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
仕
上
げ
と
し
て
、
退

任
前
の
二
〇
一
六
年
の
う
ち
に
、
パ
リ

協
定
を
行
政
協
定
と
し
て
締
結
す
る
だ

ろ
う
。
協
定
の
署
名
開
放
日
は
二
〇
一

六
年
四
月
二
二
日
で
あ
り
、
最
速
で
こ

の
日
に
も
締
結
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
中
国
と
共
同
で
削
減
目
標
を
発
表

し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
米
中
で
の

同
時
締
結
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙
の

影
響

　

一
方
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
八
日
に

は
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
二
期
を

務
め
た
オ
バ
マ
大
統
領
は
二
〇
一
七
年

一
月
二
〇
日
に
退
任
し
、
こ
の
選
挙
で

は
新
し
い
大
統
領
が
選
出
さ
れ
る
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
が
進
め
た
温
暖
化
対

策
を
次
期
政
権
が
ど
の
程
度
、
継
承
す

る
か
は
選
挙
の
結
果
次
第
で
あ
る
。
オ

バ
マ
政
権
が
行
政
権
限
に
頼
っ
て
施
策

を
進
め
た
が
ゆ
え
に
、
行
政
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
大
統
領
の
意
向
に
左
右
さ
れ
や

す
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
二
〇
一
六
年

一
月
中
旬
の
時
点
で
、
民
主
党
側
は
ク

リ
ン
ト
ン
氏
が
圧
倒
的
に
優
勢
な
候
補

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
共
和
党
側
は

多
数
の
候
補
者
が
い
る
が
、
上
位
三
名

は
ト
ラ
ン
プ
氏
、
ク
ル
ー
ズ
氏
、
ル
ビ

オ
氏
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
報
道
機
関
な
ど
の
世
論

調
査
に
よ
れ
ば
、
民
主
党
の
ク
リ
ン
ト

ン
氏
を
追
い
上
げ
る
共
和
党
候
補
の
勢

い
が
二
〇
一
五
年
秋
頃
に
加
速
し
た
。

執
筆
時
点
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
ト

ラ
ン
プ
氏
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
優
勢

で
あ
る
も
の
の
、
ク
ル
ー
ズ
氏
に
は
並

ば
れ
、
ル
ビ
オ
氏
に
は
リ
ー
ド
を
許
し

て
い
る
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
氏
を
本
命
と
す
る
民
主

党
候
補
が
大
統
領
選
挙
で
当
選
す
れ
ば
、

オ
バ
マ
大
統
領
が
進
め
た
温
暖
化
対
策

を
継
承
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

一
方
、
共
和
党
候
補
が
当
選
す
る
と
、

温
暖
化
対
策
を
大
幅
に
軌
道
修
正
す
る

可
能
性
が
高
い
。
軌
道
修
正
の
程
度
は
、

誰
が
共
和
党
の
予
備
選
挙
を
勝
ち
上
が

る
か
に
よ
る
が
、
既
に
指
摘
し
た
三
人

の
有
力
候
補
は
い
ず
れ
も
温
暖
化
対
策

に
否
定
的
、
ま
た
は
消
極
的
で
あ
り
、

大
き
な
差
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

　

一
部
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
ク
ル
ー
ズ

氏
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
終
了
直
後
に
「
大
統

領
に
選
出
さ
れ
た
場
合
に
は
パ
リ
協
定

か
ら
離
脱
す
る
」
と
発
言
し
た
模
様
で

あ
る
。
仮
に
離
脱
す
れ
ば
、
そ
の
影
響

は
ア
メ
リ
カ
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
国
際

的
に
も
波
及
す
る
だ
ろ
う
。

●
超
党
派
の
新
規
立
法
へ
の
期
待

　

ア
メ
リ
カ
で
は
以
前
よ
り
、
温
暖
化

対
策
を
巡
っ
て
、
民
主
党
と
共
和
党
と

い
う
二
大
政
党
間
で
の
党
派
性
を
帯
び

た
政
治
的
対
立
が
あ
り
、
政
権
交
代
の

た
び
に
取
組
姿
勢
が
激
変
し
て
き
た
。

　

こ
こ
で
、
歴
代
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

を
み
て
み
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

は
、
同
一
政
党
に
よ
る
三
期
連
続
当
選

は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
二
期
と
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
の
一
期
の
一
回
だ
け
で
あ
り
、

同
一
政
党
に
よ
る
四
期
連
続
当
選
の
例

は
な
い
。
あ
く
ま
で
経
験
則
で
あ
り
絶

対
的
で
は
な
い
が
、
既
に
民
主
党
が
二

連
勝
し
て
い
る
な
か
で
、
さ
ら
に
二
〇

一
六
年
と
二
〇
二
〇
年
の
二
回
の
選
挙

で
連
勝
を
重
ね
る
の
は
極
め
て
難
し
い

だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
〇

一
七
年
、
ま
た
は
二
〇
二
一
年
に
ア
メ

リ
カ
の
温
暖
化
対
策
に
何
ら
か
の
路
線

変
更
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
。

　

し
か
し
、
超
長
期
的
な
取
組
を
必
要

と
す
る
温
暖
化
問
題
で
は
、
党
派
性
に

左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
対
策
を
と
る

こ
と
が
本
来
的
に
は
望
ま
し
い
。

　

オ
バ
マ
政
権
の
最
初
の
年
、
つ
ま
り

二
〇
〇
九
年
に
連
邦
議
会
で
は
超
党
派

で
の
新
規
立
法
が
模
索
さ
れ
、
そ
し
て

翌
年
に
頓
挫
し
た
。
現
在
の
議
会
情
勢

で
は
新
規
立
法
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る

が
、
二
年
毎
の
議
会
選
挙
を
重
ね
る
な

か
で
、
そ
れ
に
適
し
た
議
員
構
成
と
な

っ
た
際
に
は
、
超
党
派
の
新
規
立
法
に

よ
り
、
長
期
的
な
温
暖
化
対
策
を
定
め
、

ア
メ
リ
カ
の
温
暖
化
対
策
が
政
権
交
代

に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
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